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１ まえがき  

近年研究が進んでいるウェラブルコンピュ

ーティングの手袋型キーボードではボタン入

力方式とジェスチャー方式がある。しかし、ジ

ェスチャー方式では通常のキーボードに比べ

入力速度が落ち、入力のために特殊なキー配置

を覚える必要があり即時性がない。ボタン入力

方式ではボタン配置が限られるため入力する

ために特殊なキー配置を使用するがキーを見

て入力するためジェスチャー方式より入力の

即時性がある。 

同じウェラブルコンピューティングのハ―

フキーボードなど腕に装着して入力するキー

ボードにおいてはQWERTY配置をそのまま

縮小した場合では操作性が落ちる。キーに性能

を多く持たせ少ないキーでも操作性を確保し

ている。そのため手袋型キーボードのボタン入

力方式もキー配置とキーの性能を選び操作性

を確保するべきであろう。 

また、近年注目されているスマートフォンで

フリック入力には入力したフィードバックが

返ってこないため誤入力が起こり、ボタン入力

のボタンを押して入力したというフィードバ

ックが返ってこないためキー配置を習熟しに

くい。また、設定しないとタップ入力において

同じ文字入力を連続して入力する場合に間を

置かないと入力できないなどユーザビリティ

に問題がある。 

手袋型キーボードの入力方式にもジェスチ

ャ―認識による入力方式もあるが、ユーザが習

熟しやすいのはフィードバックが返ってくる

ような入力インタフェースであり代表的なも

のはキーボードによる入力である。本報告では，

手袋型キーボードの文字入力配置に重点を置

き手袋型キーボードのボタン入力式の文字入

力について報告する。 

 

２従来方式について 

キーボードの既存の文字入力配列としては

行段系とかな系に分類できる。行段系は文字キ

ーの配置が使用される字体により英字型とし

て QWERTY ・ DVORAK ・ GQMLWY ・

Colemakや拡張付ローマ字型としてAZIK・

ACT09・チーズタイピングなどに多くの種類

がある。かな系は使用される指などにより親指

シフト型としてNICOLA・飛鳥・小梅配列や

中指シフト型として花・月配列などがある。 

 これらは使用される用途が違うため使用さ

れるボタン数に違いがある。 

本研究では文字入力配列のボタン数を行段

系のキーボードを意識し文字入力配列をかな

系のように日本人向けに近い形に配置しなお

すことにより片手文字入力型のキーボードと

して機能させることを目指している。 

上記で述べたように手袋型キーボードのジ

ェスチャ―方式では入力するジェスチャーを

覚える必要があることと誤入力が問題とされ

ている。ボタン入力方式では文字配置の工夫が

必要とされており従来型では指の関節ごとに

一つボタンを配置し指の背面にもボタンを配

置してボタン数を確保する工夫が見られる。 

 

３ 文字入力配置について 

文 字 入 力 配 置 は QWERTY 配 置 ・

QWERTYUIOP・ASDFGHJKL・ZXCVBNM

などが一般的とされている。 

文字入力配置を設定する時に考慮されるこ

ととしてABC順・使用頻度順・ローマ字順・

母音子音順・かな順などが挙げられるが入力の

配置として上記に述べたようにかな系の入力

配列のように使用するユーザは日本人を仮定

とする。そのため日本人が入力することの多い

ローマ字入力での配置を考慮する。しかし、た

だローマ字順と母音子音順にした場合はわか

りやすい配置になる可能性が高いが入力のし

やすさを考慮すると使用頻度を考慮した文字

配置にしたほうが入力に慣れたユーザに好ま

れると判断する。 

母音を入力しやすい位置に配置することと

し、他の使用頻度の高い文字を入力しやすい配

置に用意する。 

ローマ字順など見てわかりやすい配置には

しないためユーザビリティの「わかりやすさ」

という面では使い始めは劣るがのちの「使いや

すさ」や「習熟しやすさ」などを重視したい。 
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入力頻度については単語ではなく単語に続

く文字が文章に使用される頻度の高いと判断

し配置する。入力頻度は単語を○とし後に 

「○い」1位5.79% 

「○う」2位4.10% 

「○か」3位4.08% 

「○ん」4位4.05% 

「○し」5位4.02% 

以下「○た」「○、」「○と」「○の」「○て」

と続く。助詞や助動詞を多く使い文章構成する

ためだと考えられる。 

 配置する際に手袋型キーボードであるため

指が交差などしにくい配置も考慮し操作性を

確保する。 

 また手袋型であるため平面に配置できるキ

ーボードと違いボタン数を削減しなければ操

作性を損なう可能性がある。そのため配置する

ボタンを厳選するかシフトロックを採用し使

用できるボタン数を増やすかは検討中である。 

 

４ 片手手袋型キーボード配置 

 作成する片手手袋型キーボード配置案は

上記に述べた内容を考慮した。 

 手袋の側面にも文字をボタン配置するこ

とによりボタン数を確保し背面など視覚に

入らず習熟を妨げるような位置にボタンを

配置することを避けることとした。 

 指の先端は操作入力をする。親指から離れ

ているため細かな入力ができると判断しボ

タンを２個配置している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 片手手袋型キーボード配置案 

その後、第一関節に一個、第二関節に一個、

付け根に一個配置することとした。小指の付

け根は親指から離れているため配置しない。 

また側面の配置は操作性を考慮し人差し

指に多く配置し残りは指先にのみ配置する。 

 Enterキーは使用しやすいように親指が普

段触れる人差し指第二関節側面に配置する

が、逆にBack spaceキーは誤入力を避けるた

め入力しにくい人差し指の付け根側面に配

置する。 

 母音を親指に近い人差し指付近に配置し

入力頻度数が高い[Ｔ]などは中指など親指を

あまり曲げないで入力できる位置に配置す

る。 

 

５ 評価方法 

 評価方法としてはユーザの入力速度と学習

速度、ミスの回数を見て文字入力配置の評価を

する。評価対象となるユーザとしては普段から

QWERTY配置を利用しているキーボードのユ

ーザレベルの高い被験者とキーボード入力を

あまりしないキーボードのユーザレベルとし

ては低い被験者を用意する。同じ内容の文章を

既存のキーボードと制作した手袋型キーボー

ドで入力してもらい入力速度を比較する。評価

の回数を重ねることにより入力速度とミス回

数を記録し手袋型キーボードの学習速度を評

価することとする。 

 

６ まとめ 
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